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１．はじめに

ここでは，有意性検定の発生以来認識されて

きたであろう事柄を敢えて述べることとする。

残念ながら最寄りの多くの教科書にはこれを見

出すことができない。

問題の本質を明確にするために話を単純化す

る。正規母集団の平均 θは未知固定で，しか
もそれは θ�か θ�かのいずれか一方であると
し，後者は前者よりも大とする。また検定に利

用する統計量は標本平均 �とする。データの
－平均は �とし，�のいわゆる実現値であると

見なされる。母分散は既知であり１とする。い

わゆる帰無仮説をH�：θ�θ�，対立仮説をH�：θ�
θ�，とする。

２．いわゆる � 値
この � 値とは，事後的有意水準 �（����|

H�）のことであり � と表記する。データの平均
が増大するに従って � は減少する。この � を
「決定者」が「充分に小である」と見なす場合に

は，H�は棄却され H�が採択され，一方その
「決定者」が，「この � は比較的小とは言い難
い」と見なす場合には，彼は H�の棄却を「留保」
して，H�の採択は見送られる。つまりデータ
の平均が θ�から θ�側へと偏るに従って，帰無
仮説に対する不信感が増大するものとして，こ

の不信感の程度を，� の「小ささ」で捉えよう
とするのである。しかしこの事後的有意水準

は，「不信感の程度」を適正に反映しているので

あろうか。

３．実現しなかった「より不利な」値たちの合併

今「あなた」が仮説 H�を弁護する立場にある
とする。データの平均が θ�から正の方向に乖
離するにつれて，そのデータは H�にとって「よ
り不利」であることを（譲歩して）認めるものと

する。しかし � とは，H�の下での，観察「ま
え」の標本平均がデータの平均「以上」となる「確

率」である。そこでは，データの平均のみでな

く，それを超える値までもが「まとめて」合併さ

れている。しかも，この「超える値たち」とは，

実際に得られた値よりも，H�にとって「より不
利な」値たちの総体である。つまり「あなた」の

H�に対しては，「実際には得られなかった（自
身にとってより不利な）値たちの総体」に基づい

て，判決が下されることとなるのである。当然

弁護者である「あなた」は，このような規準を受

容する訳には行かないはずである。� は明ら
かに ��にとって一方的に不利な規準であり，
このことを「あなた」は，「決定者」に対して強く

抗弁する（少なくとも学問的な）権利を持つ。

データの平均は �の実現値と見なされてお
り，この（観察「まえ」の）標本平均は，標本の大

きさを 	とすると，帰無仮説の下で，平均 θ�
分散１/	の正規分布に従う。この正規分布の
密度関数を φ�とすると，「決定者」の規準に

－は，積分値 � ではなく値 φ�（�）のみが（その一
部として）組み込まれるはずなのである。

� は帰無仮説に対する「不信感の程度」を適
正に反映しているとは言い難く，その採用はコ

モン・センスに反している。
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４．サヴェジ氏のある講義

この講義とはサヴェジ氏（Leonard Jimmie

Savage, １９１７.１１.２０－１９７１.１１.１）が，１９５９年の夏

にロンドンを訪れた際に，the Joint Statistics Sem-

inar of Birkbeck and Imperial Colleges におい

て行ったものであり，しかもBirkbeck College

において，７月２７日，２８日の両日に，サヴェ

ジ氏の言い分に関る討論が，有力な統計家達が

参加して為されているのである。この講義の表

題は“Subjective Probability and Statistical Prac-

tice”であり，１９６２年に公刊された The Founda-

tions of Statistical Inference: A Discussionという

好冊子の冒頭に収録されている。またこの冊子

には，６２頁から６７頁にかけて，及び９７頁か

ら１０３頁にかけて，それぞれサヴェジ氏によ

る，始め及び終わりのスピーチが収められてい

る。

サヴェジ氏はこの講義において，彼の「基礎

論」の思想を踏まえつつも，より実践的な議論

を展開している。とくに２９頁から３３頁にかけ

て有意性検定の問題点を例示しており，主観確

率に基づく議論が，事後的有意水準によるもの

よりも適正であることを示唆している。読者に

は例えば３２頁の式（４）に着眼してもらいたい。

そこでは，「実現した」値に対応する（帰無仮説

の下での）密度関数の値が，（決定のための）規

準に明白に組み込まれている。

主観確率に基づく統計学は，コモン・センス

の延長である。
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